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社会資本総合整備計画（地域住宅支援）

平成 ２６ 年　２月２８日

1 大分市における密集市街地の改善

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大分市

『住宅密集市街地の防災対策を行うことにより、安全で安心できる住まい・まちづくりを実現する。』

・密集市街地における接道不良住宅割合

・密集市街地における道路整備率

・密集市街地における不燃領域率

（H22当初） （H24末） （H26末） ※中間目標は任意

住宅市街地総合整備事業の整備計画データをもとに接道不良住宅率をH22年度の72%をH26年度には50%まで減少させる。

（接道不良住宅率）＝（接道不良住宅棟数:620棟－整備完了後接道が可能となる住宅棟数:184棟）／（区域内全住宅棟数:866棟)（％） 72% 54% 50%

住宅市街地総合整備事業の整備計画データをもとに道路整備率をH26年度には31%まで整備する。

（道路整備率）＝（道路整備延長:2,291m）／（区域内未整備道路全体延長（公共用地及び区域内私有地通路含む:7,225m））（％） 0% 18% 31%

　

住宅市街地総合整備事業の整備計画データをもとに不燃領域率をH22年度の28%をH26年度には33%まで向上させる。

（不燃領域率）＝空地率＋（１－空地率／１００）×不燃化率（％） 　 33%

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A1 住宅 一般 大分市 直 市 浜町芦崎新川地区　住宅市街地総合整備事業

密集市街地の整備・２０．５ｈａ

2,497.0

1-A2 住宅 一般 大分市 直 市 382.0

合計 2,879.0

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C1 住宅 一般 大分市 直接 市 大分市 5

合計 5

番号 備考

1-C1

要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等

Ｃ

効果促進事業費の割合

交付対象事業

0 百万円Ａ Ｂ 5 百万円

番号

番号

事業内容 市町村名

事業者

全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名

三佐北地区　　　　住宅市街地総合整備事業

事業内容種別等

事業効果の分析及び今後の整備計画の検討

定量的指標の現況値及び目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

0.1%

中間目標値

事業者

全体事業費

（百万円）

市町村名

全体事業費

（百万円）

事業実施期間（年度）

当初現況値

事業者

2,879 百万円

28%

備考

最終目標値

密集市街地の整備・　５．９ｈａ

事業活用調査

計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　　定量的指標の定義及び算定式

2,884 百万円全体事業費

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

種別等

　　計画の成果目標（定量的指標）

一体的に実施することにより期待される効果

事業効果を分析し、事業の有効な活用を検討するとともに、今後の整備計画に反映することにより、効果的で継続的な整備を図る。

要素となる事業名

-



（参考図面）地域住宅支援

計画の名称 大分市における密集市街地の改善

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大分市

浜町芦崎新川地区における密集市街地の改善

交付対象

1A-1 住宅市街地総合整備事業（20.5ha）

関連公共施設（街路事業）L=156m

関連公共施設（街路事業）L=431m

⑲路線N-2

居住環境施設

L=95m・W=8m

⑱路線N-1

居住環境施設

L=105m・W=8m

①路線A

居住環境施設

L=120m・W=6m

②路線B

居住環境施設

L=130m・W=6m

④路線D

居住環境施設

L=135m・W=6m

⑦路線F

居住環境施設

L=55m・W=6m

⑩路線H

居住環境施設

L=55m・W=6m

⑫路線J

居住環境施設

L=250m・W=6m

⑮路線K3

居住環境施設

L=60m・W=6m

⑨路線G2

居住環境施設

L=45m・W=6m

⑪路線I

居住環境施設

L=120m・W=6m

⑧路線G1

居住環境施設

L=160m・W=6m

⑭路線K2

居住環境施設

L=90m・W=6m

⑤路線E1

居住環境施設

L=75m・W=6m

⑬路線K1

居住環境施設

L=80m・W=6m

⑥路線E2

居住環境施設

L=55m・W=6m

③路線C

居住環境施設

L=110m・W=6m

公園（新設）

居住環境施設

Ａ＝

Ａ＝Ａ＝
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15001500
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凡 例
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公 園
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路線O

OO

O
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居住環境施設

L=14m

L=14mL=14m

L=14m・

・・

・W=6m

W=6mW=6m
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（参考図面）地域住宅支援

計画の名称 大分市における密集市街地の改善

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大分市

三佐北地区における密集市街地の改善

交付対象

②路線B

居住環境施設

L=169ｍ W=6.0ｍ

②路線A

居住環境施設

L=585

L=585L=585

L=585ｍ

ｍｍ

ｍ W=9.5ｍ

②路線C

居住環境施設

L=86ｍ W=6.0ｍ

②路線E

居住環境施設

L=101ｍ W=5.0ｍ

②路線D

居住環境施設

L=208

L=208L=208

L=208ｍ

ｍｍ

ｍ W=5.0ｍ

由原浜新地線 W＝１６ｍ

は住宅市街地総合整備事業区域 A=5.9ha

都市防災推進事業区域 A=62.1ha

は計画道路延長 L=1186

L=1186L=1186

L=1186ｍ

ｍｍ

ｍ(

((

(内、整備延長

内、整備延長内、整備延長

内、整備延長L=689

L=689L=689

L=689ｍ

ｍｍ

ｍ)

②路線F

居住環境施設

L=37

L=37L=37

L=37ｍ

ｍｍ

ｍ W=5.0ｍ



別紙２

計画の名称：    大分市における密集市街地の改善           　　都道府県名：    大分県大分市

チェック欄

チェック欄チェック欄

チェック欄

　①上位計画等との整合性が確保されている。 ○

　②地域の住宅ストックや住環境整備の状況等、現状分析が適切になされている。 ○

　③地域の課題を的確に踏まえた目標となっている。 ○

  ④緊急性の高い課題に取り組む内容となっている。

　　（該当するものに○）

　　　ア　老朽化した住宅ストックの更新　　　　イ　安全面、衛生面等の居住環境の改善

　　　ウ　子育て世帯、高齢者、障害者等の居住の安定の確保　　　　エ　既存住宅ストックの有効活用

　　　オ　まちなか居住の推進　　　　カ　地方定住の推進　　　　キ　住宅・建築物の安全・安心確保

　　　ク　良好な住環境の整備　　　　ケ　地域の特色ある街並みの整備

　　　コ　その他（地域の実情に応じた緊急性の高い課題を記入）

　①事業内容は、計画の目標を達成する上で適切なものとなっている。 ○

　②十分な事業効果が得られることが確認されている。 ○

　③事業効果は、数値、指標等を用いて客観的に示されている。 ○

　④地域の実情に応じた事業が盛り込まれている。 ○

　①事業熟度が十分である。 ○

　②計画内容に関し、住民に対する説明等が行われている。 ○

　③計画に記載された事業に関連する地方公共団体等の理解が得られている。 ○

Ⅲ．計画の実現可能性

社会資本整備総合交付金チェックシート社会資本整備総合交付金チェックシート社会資本整備総合交付金チェックシート社会資本整備総合交付金チェックシート
(密集タイプ）

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性


